
平成２２年度県立高校学力向上基盤形成事業
大学発教育支援コンソーシアム推進機構（CoREF）との研究連携要項
１　研究連携の目的
（１）多様な高校生に対応し、学力向上を目指した新たな授業形態と改善の方策を提言
（２）学習者の視点に立った、自ら学ぶ意欲をはぐくむ教材の研究・開発
（３）授業改善を推進する中核教員の養成
２　研究連携の期間
　・平成２２年４月～平成２４年３月の２年間
３　平成２２年度研究連携の目標
（１）協調学習の考え方に基づいた検証授業を実施し、授業改善のモデルを提言する。
（２）協調学習の授業において効果的な教材を研究し開発する。
（３）協調学習の手法を用いた研修形態を研究する。
４　研究実践対象教科
　・平成２２年度は、国語、社会、数学、理科、英語、美術とする。
５　運営組織
（１）学力向上推進協議会
    ・研究連携全般に係る協議・決定を行う。
　　・学力向上協議会委員は、推進機構から１名、埼玉県から４名の５名とする。
    ・年間２回協議会を開催する。旅費は事務局から支出する。
    ・平成２２年度の委員は次の通りとする。
      CoREF ；推進機構副機構長(代表) 
埼玉県；県立学校部長(代表)、総合教育センター所長
高校教育指導課長、研究指定校代表校長
（２）事務局
    ・研究連携全体の進行管理及び連絡調整、旅費等の支出に関する事務全般を統括する。
    ・事務局会議は必要に応じて開催する。旅費は各所属の負担とする。
    ・平成２２年度事務局は次の構成とする。
      CoREF　 ；協力研究員、特任助教、ＲＡ(リサーチアシスタント)３名
      埼玉県　；高校教育指導課主幹兼主任指導主事、指導主事２名
総合教育センター教育主幹兼主任指導主事、指導主事４名
（３）研究指定校及び研究推進委員
    ・CoREFの協力の下、協調学習の教材開発及び検証授業並びに成果報告を行う。
    ・研究指定校には必ず研究推進委員を置く。
    ・研究指定校以外にも研究推進委員を置くことができる。
    ・研究指定校及び研究推進委員の選定は高校教育指導課において行う。
    ・研究推進委員会は必要に応じて開催する。年間７回程度とする（全体研究会２回を　　　含む）。旅費は事務局から支給する。
    ・平成２２年度の研究指定校は次の通りとする。
　　　研究指定校　　①　県立浦和高等学校

　　　　　　　　　　②　県立大宮光陵高等学校

　　　　　　　　　　③　県立春日部女子高等学校

　　　　　　　　　　④　県立越ヶ谷高等学校

　　　　　　　　　　⑤　県立越谷北高等学校

　　　　　　　　　　⑥　県立秩父高等学校

⑦　県立戸田翔陽高等学校

⑧　県立富士見高等学校

⑨　県立吉川高等学校
　　・平成２２年度の研究推進委員は別表の通りとする。
６　全体研究会について
  ・学力向上推進協議会の開催に合わせて、年間２回開催する。研究推進委員の旅費は事務局から支給する。
  ・第１回において、研究の具体的な方策を定め、第２回において成果報告を行う。
  ・平成２２年度第１回全体研究会において、CoREFによる協調学習の理論についての講義を行い、協調学習の模擬授業を実施する。
７　その他
  ・その他運営に関することは、事務局が所掌し代表が判断する。
